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新
破
天
荒

本
日
を
も
っ
て
、
姫
路
南
高
等
学
校
第
七
十
四
回
生
の

一
学
期
が
終
了
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
一
学

期
で
し
た
か
。

入
学
ま
で
は
、
あ
れ
だ
け
雨
に
振
り
回
さ
れ
た
（
い
や
、

出
迎
え
る
側
の
先
生
方
か
ら
す
れ
ば
大
変
だ
っ
た
）
七
十
四

回
生
も
、
入
学
後
は
天
気
に
心
配
す
る
こ
と
は
あ
れ
ど
も
、

天
気
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

自
然
を
操
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が
姫
路
南

高
校
に
入
学
以
来
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

そ
ん
な
中
で
一
学
年
一
学
期
が
終
了
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

「
人
生
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
」

姫
路
南
高
等
学
校
七
十
四
回
生
は
、「
雨
の
ち
晴
れ
」
で
、

動
き
始
め
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
い
つ
で
も
「
晴
れ
」
で

い
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
に
、
ど
う
対

応
で
き
る
か
が
、
皆
さ
ん
が
姫
路
南
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
の

真
価
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
晴
れ
た
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

７４

を
評
価
し
ま
し
ょ
う
。

と
は
い
え
、
明
日
か
ら
は
夏
休
み
と
言
う
よ
り
は

全
員
補
習
＆
三
者
面
談

で
す
。
面
談
で
は
、
二
年
生
以
降
の
文
理
選
択
に
つ
い
て
考

え
る
と
と
も
に
、
情
報
の
授
業
で
調
べ
た
「
進
路
研
究
」
を

生
か
し
て
、
受
験
科
目
と
い
う
も
の
を
実
際
に
調
べ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
校
三
年
間
は

だ
か
ら
、
将
来
に
、
自
分
を

振
り
返
っ
た
と
き
、
想
い
出
と

し
て
、
高
校
時
代
を
懐
か
し
む

人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
な
。

誰
の
人
生
で
も
な
い
、
自
分

の
人
生
の
礎
と
な
る
決
断
を
、

ま
も
な
く

求
め
ら
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が
こ
の
時
期
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
、
一
学
期
を
修
了

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て

は
、
広
が
っ
た
行
動
範
囲
、
友

人
関
係
を
通
じ
て
、
様
々
な
人

間
模
様
を
感
じ
な
が
ら
、
生
徒

達
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

気
付
け
ば
、
は
や
高
校
生
活
も
１
／
９
が
終
わ
り
ま
し
た
。

成
長
を
伝
え
て
や
れ
る
こ
と
は
、
素
直
に
褒
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
う
え
で
、
お
子
様
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
保

護
者
の
思
う
ま
ま
に
話
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の

皆
様
は
、
生
徒
に
と
っ
て
一
番
の
理
解
者
で
す
。
褒
め
る
こ

と
も
、
耳
の
痛
い
こ
と
も
一
番
に
言
葉
に
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
も
一
番
の
投
資
者
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）
で
も
あ
り

ま
す
。
重
要
な
局
面
で
、
生
徒
の
思
う
ま
ま
か
ら
始
ま
る
の

で
は
な
く
、
保
護
者
の
想
い
は
想
い
と
し
て
伝
え
て
頂
い
て
、

お
子
様
に
し
っ
か
り
と
、
判
断
と
覚
悟
を
持
っ
て
自
分
の
夢

と
な
る
よ
う
、
追
え
る
夢
を
見
さ
せ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

見
る
夢
は
醒
め
る

追
う
夢
は
叶
う

（
二
○
一
一

北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

男
子
四
○
○
ｍ
で
、
私
を
新
潟
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

生
徒
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
お
土
産
タ
オ
ル
に
刻
ま

れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

彼
は
、
高
校
二
年
で
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
た

に
も
拘
わ
ら
ず
、
新
人
大
会
で
は
近
畿
大
会
出
場
を
逃
が
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
彼
は
自
分
自
身
に
朝
練
習
を
課
し
、

見
事
に
翌
年
の
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。
部
活
動
だ
け
で
な
く
、
進
学
に
お
い
て
も
、
国
公
立
前

期
で
残
念
な
が
ら
神
戸
大
学
に
不
合
格
で
し
た
が
、
後
期
に

広
島
大
学
（
セ
ン
タ
ー
試
験
後
の
判
定
は
Ｅ
）
合
格
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
選
ん
だ
進
路
が
も
う
少
し
陸
上
競

技
を
頑
張
り
た
い
と
、
関
西
学
院
大
学
に
。
け
が
の
多
い
四

年
間
で
、
自
分
の
描
い
て
い
た
四
年
間
で
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
就
職
は
文
系
で
あ
り
な
が
ら
Ｓ
Ｅ
（
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
）
と
し
て
、
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

常
に
、
夢
を
叶
え
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
夢
を

手
に
で
き
な
い
度
に
、
自
分
の
課
題
と
向
き
合
い
、
夢
を
叶

え
る
た
め
の
分
析
を
し
、
覚
悟
を
持
っ
て
夢
を
追
っ
て
く
れ

た
生
徒
で
す
。

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
は
学
校
中
の
人
気
で
あ
っ
た

同
級
生
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
結
婚
し
、
子
供
も
生
ま
れ
て
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
次
は
ど
ん
な
夢
を
追
う
の
や
ら
・
・
・
。

【
七
月
】

二
十
一
日
（
木
）
～
二
十
九
日
（
金
）

前
期
補
習
（
六
○
分×

２
）

【
七
月
】

十

一

日
（
木
）

山
の
日

十

二

日
（
金
）
～
十
五
日
（
月
）

学
校
閉
庁
日

十

八

日
（
木
）
～
二

十

六
日
（
金
）

後
期
補
習
（
六
○
分×

３
）

二
十
三
日
（
火
）
～
二
十
四
日
（
水
）

オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

両
日
補
習
な
し

一

日
（
木
）

始
業
式

服
装
点
検

大
掃
除

二

日
（
金
）

課
題
考
査

六

日
（
火
）

教
育
相
談

二
十
二
日
（
木
）

進
路
講
演
会
（
予
定
）

二
十
六
日
（
月
）

体
育
大
会
準
備

二
十
七
日
（
火
）

体
育
大
会

（
姫
路
市
陸
上
競
技
場
に
て
）
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期
末
考
査
を
終
え
て
、
そ
の
翌
日
。

七
夕
の
日
に
、
一
年
生
向
け
に
職
業
人

講
話
を
行
い
ま
し
た
。
計
一
○
講
座
か

ら
二
講
座
を
選
択
し
、
講
話
に
臨
み
ま

し
た
。

講
話
内
容
は
、

①
日
々
の
具
体
的
な
業
務
内
容

②
高
校
時
代
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

③
そ
こ
を
選
ん
だ
理
由

④
仕
事
に
お
け
る
喜
び
・
苦
労

な
ど
に
沿
っ
て
で
す
。

文
理
選
択
を
控
え
て
、
そ
の
一
助
に

な
れ
ば
と
、
例
年
は
十
一
月
辺
り
に
実

施
し
て
い
た
も
の
を
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
実
施
し
ま
し
た
。

各
講
座
と
も
、
生
徒
は
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
次
号
辺
り
で
、
感

想
文
の
紹
介
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

流通 すぐ側のイオン姫路大津店より

サービス コナミスポーツクラブより

今回初めて依頼しました

保育 勝原保育園より

我が娘の母園でもありますが、実は･･･

本
当
に
、
恵
ま
れ
た
教
師
人
生
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な

瞬
間
が
、「
教
師
や
っ
て
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
る
時
で
す
。

教
え
子
に
力
を
借
り
て
、
そ
こ
か
ら
ま
た
次
の
教
え
子
達
が

何
か
を
感
じ
て
く
れ
る
。

因
み
に
、
偶
然
で
す
が
私
の
今
の
ｉ
パ
ッ
ド
の
壁
紙
は
、

私
が
転
勤
す
る
際
に
彼
女
の
年
次
が
送
っ
て
く
れ
た
色
紙
で

あ
り
ま
す
。
懐
か
し
さ
・
感
謝
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

講師は 我が教え子でありました。

実に10年ぶりの再会でした

公務員 姫路市役所より かなりの希望者数です

建築 積水ハウスより

少数精鋭 頑張ってほしいものです

栄養 兵庫県立大学より

生物・化学の重要性 忘れないで！

看護 ツカザキ病院より

資格取得という観点だけでなく 人の生き死に

をどう考えるか 学べた機会でありますように
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マスコミ 読売新聞より

遠方よりお越し頂き有り難いことです

製造業 グローリー工業より

来校のお二方はともに先輩でした

旅行業 ＪＴＢ西日本より

何に幸せを感じるか、お客様が無事到着した

ときの顔、お迎えの方の安堵した顔だそうです

初
め
て
の
三
者
面
談
で
す
が
、
話
の
中
心
は
文
理
選
択
に

関
し
て
で
す
。
先
月
号
で
、
進
学
し
た
い
学
部
か
ら
み
た
選

択
科
目
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
も
、
看

護
・
栄
養
系
に
つ
い
て
は
、
自
分
が
目
指
す
大
学
や
専
門
学

校
で
、
特
に
理
科
が
基
礎
科
目
で
の
受
験
が
可
能
な
ら
ば
、

文
系
選
択
で
も
目
指
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
一
番
怖
い
の
は
、

そ
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
成
績
が
伸
び
て
、
あ
る
い
は
目
指
す

進
路
が
変
わ
っ
た
と
き
に
、
専
門
生
物
が
必
要
に
な
っ
た
か

ら
ど
う
に
か
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
も
、
三
学
年
か
ら
理

系
に
と
は
、
本
校
で
は
で
き
ま
せ
ん
。（
本
校
だ
け
に
限
ら
ず

全
日
制
普
通
科
で
可
能
な
学
校
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
。
）
そ
の
辺
り
を
十
分
考
え
て
、
面
談
時
に
、
「
受
験
科

目
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
よ
う
な
質
問
が
出
な
い
よ

う
に
、
考
え
て
い
る
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
頂
い

て
面
談
に
臨
む
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

七
十
四
回
生
の
二
学
年
の
教
育
課
程
を
参
考
ま
で
に
掲
載

し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
若
干
の
注
意
点
を
述
べ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

・
（
文
系
）
下
段
右

（
理
系
）
下
段
左

た
だ
し
、
い
ず
れ
も
第
２
学
年
分
は
確
定
で
、
第
３

学
年
に
つ
い
て
は
、
変
更
の
可
能
性
あ
り

・
特
色
選
抜
入
学
生
は
文
系
選
択
が
原
則
で
あ
る
が
、
希

望
す
る
進
路
が
理
系
の
場
合
は
、
担
任
に
必
ず
相
談
し
、

指
示
を
仰
ぐ
こ
と

そ
の
際
、
理
系
選
択
を
認
め
ら
れ
た
生
徒
は
、
特
色

選
抜
生
の
み
が
選
択
で
き
る
学
校
設
定
科
目
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
な
い

・
３
学
年
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
は
、
特
に
理
系
の
看
護

系
・
栄
養
系
等
の
受
験
科
目
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
変

更
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
職
業
人
講
座
の
栄
養
系
講
座

の
講
師
の
先
生
の
発
言
で
は
、
専
門
生
物
や
化
学
の
知

識
は
せ
め
て
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

第２学年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

1 1 1 1

※３年生で文Ⅱ類型を選択するためには、２年生で数学Ｂを履修することが必要。

※斜字体の科目は特色選抜入学生のみ履修可能。

第３学年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

1 1

1 1 1

※斜字体の科目は特色選抜入学生のみ履修可能。

選B： 英語探究Ⅱ(学設)、現代文探究(学設)、数学C、スポーツⅡ(専門)、フードデザイン(専門)、情報Ⅱ、音楽探究(学設)

選A： 英語探究Ⅱ(学設)、現代文探究(学設)、総合数学(学設)、保育基礎(専門)、ﾌｨｼﾞｶﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞⅡ（学設) 、演奏研究（専門）

2 3

化
学
研
究

2

化
学
研
究

2

2 2

文
Ⅱ
系

2 4 2 2 2

総
合
的
な
探
究

Ｌ
Ｈ
Ｒ

日本史探究

2 2 3 3 2 2 4

論
理
・
表
現
Ⅲ

英
語
探
究
Ⅱ

数
学
C

数
学
探
究
Ⅱ

生
物
研
究
Ⅱ

論
理
国
語

文
学
国
語

古
典
探
究

世界史探究

倫
理

体
育

英
語
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
Ⅲ

2 2

選択： 数学Ｂ、 英語探究Ⅰ(学校設定)、ソルフェージュ(専門) 、 フィジカルトレーニングⅠ(学校設定)

文
Ⅰ
系

論
理
国
語

文
学
国
語

古
典
探
究

世界史探究

倫
理

体
育

数
学
探
究
Ⅰ

総
合
的
な
探
究

Ｌ
Ｈ
Ｒ

日本史探究
日本史
研究

2 2 3 3 2

英
語
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
Ⅲ

論
理
・
表
現
Ⅲ

選
択
Ａ

選
択
B

世界史
研究

総
合
的
な
探
究

Ｌ
Ｈ
Ｒ

日本史探究

2 2 2 2 3 3 2

選
択

体
育

保
健

英
語
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅱ

家
庭
基
礎

2 2 4 2 2

文
系

論
理
国
語

文
学
国
語

古
典
探
究

地
理
総
合

世界史探究

数
学
Ⅱ

化
学
基
礎

生
物
研
究
Ⅰ
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第２学年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

1 1 1

第３学年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

1 14 4 2 4 2

総
合
的
な
探
究

Ｌ
Ｈ
Ｒ

数学研究
数
学
C

国語
研究

2 2 3 5 2

数
学
C 化

学

物理
／

生物

体
育

英
語
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
Ⅲ

論
理
・
表
現
Ⅲ

理
系

論
理
国
語

古
典
探
究

地
理
探
究

数学Ⅲ

22 2 3 2 4 2

英
語
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅱ

家
庭
基
礎

総
合
的
な
探
究

Ｌ
Ｈ
Ｒ

2 2 2 4 2

数
学
B

化
学
基
礎

化
学

物理
／

生物

体
育

保
健理

系

論
理
国
語

古
典
探
究

地
理
総
合

数
学
Ⅱ

令和４年度入学生　教育課程 県立姫路南高等学校

長
期
休
業
を
前
に
、
今
月
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
勧
め
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
入
学
後
、
ど
ん
ど
ん
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
、
普

段
で
は
つ
い
つ
い
ノ
ル
マ
を
こ
な
す
生
活
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
た
い
こ
と
や
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
・
・
・
。

そ
こ
で
、
長
期
休
業
中
に
は
是
非
、
少
し
背
伸
び
を
し
て

物
事
を
じ
っ
く
り
考
え
た
り
、
小
さ
な
こ
と
で
も
良
い
か
ら

継
続
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

学
期
中
は
、「
翌
日
ま
で
に
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、

つ
い
つ
い
妥
協
も
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
休
み
中
に
は
結
構

自
分
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
計
画
に
余
裕
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

基
礎
の
積
み
重
ね
に
は
作
業
も
必
要
で
す
が
、
自
分
の
殻

を
大
き
く
す
る
に
は
、
物
事
を
ゆ
っ
く
り
と
感
じ
る
時
間
や
、

意
識
し
て
自
分
に
継
続
し
て
課
題
を
与
え
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。

「
や
ら
ね
ば
」
ば
か
り
で
は
息
が
詰
ま
り
ま
す
が
、「
こ
れ

を
や
ろ
う
」
は
、
責
任
感
を
育
て
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ

ら
れ
た
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

暑
い
暑
い
日
々
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
暑
さ
の
中
で
、

自
分
と
も
熱
く
向
き

合
い
、
奥
行
き
の
あ

る
分
厚
さ
を
備
え
た

人
物
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

74回生学年通信『74新破天荒』 令和 4年７月 20 日発行 第 5 号
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ま
だ
先
の
こ
と
？

そ
れ
と
も

知
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
？

な
ら
ば
、
伝
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
、

７
４
回
生
は
、
観
点
別
評
価
の
導
入
と
と
も
に
、
特
に
学
校

推
薦
型
選
抜
入
試
の
受
験
資
格
は
、
従
来
の
も
の
と
は
変
更

が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
で
す
が
、
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
発
表

さ
れ
て
い
な
い
の
も
現
状
で
す
。
で
き
る
限
り
タ
イ
ム
リ
ー

に
案
内
す
る
よ
う
に
は
し
ま
す
が
、
ま
ず
は
姫
路
南
高
校
生

と
し
て
の
現
状
の
受
験
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て

お
き
ま
す
。

74回生学年通信『74新破天荒』 令和 4年７月 20 日発行 第 5 号

共通テスト利用 共通テスト出願
共通テスト後
個別試験

個別試験出願 メリット デメリット

国公立大学
および
国公立
短期大学

あり
（ごくごく一部なし）

原則あり
一部共通テスト
のみで合否決定

何と言っても、学費・生活費は安い
学費に至っては、夜間では授業料は半分である
通える私学と費用が変わらないとよく言われるが、
通えてもアルバイト等に充てる自由な時間がなかなか
捻出できないことと比べると、学生生活は充実する
多くの地域の同世代のものと関わりを持つことができる

最近は、保護者も生徒も離れることを嫌がる
となれば、文系では条件に当てはまる大学は
県内では難関校しかない チャンスが多いの
は地方の名門校であるのだが・・・
就職で地元に帰ってこないのでは？と言う迷信
がある

ありの場合

ある場合も増えている
共通テストの得点で、
合否を確定する場合が
多い

受験の回数が飛躍的に増やせる
特に、共通テストのみの受験では出願するだけで良い場合
もある

なしの場合
受験科目は

大学・学部毎で
多様

１２月～１月の大学側
から指定された期間
２月、３月の出願も
あるが、募集定員は
非常に少ない

受験機会は飛躍的に増やせる
姫路での受験も可能である（地方会場の利用）
比較的通学圏内の大学である

ありの場合
一般入試に
同じ

志望理由・面接
・小論文等

１１月～２月初旬
ただし、自由に出願
できるわけではない
校内選考あり

なしの場合
志望理由・面接
・小論文等

１１月～１２月初旬
ただし、自由に出願
できるわけではない
校内選考あり

私立大学
および
私立

短期大学

基本は学科試験
指定校選抜試験の場合、
面接・小論文等の場合
もあり得る

１０月下旬～１２月
姫路南高校が定める
出願規則に則って、
出願できる

第一次個別試験的な扱いで受験機会を増やすこと
ができる

指定校選抜や専願志望で受験すると、合格すれば
進学が確定されてしまう
滑り止めで受けたはずが、合格してしまうと進学
先を確定してしまう生徒も少なくはない

ありの場合
一般入試に
同じ

一次書類審査合格後、
志望理由・レポート等

の課題

１０月初旬
～１１月初旬

なしの場合
志望理由・面接
・小論文等

９月初旬～１１月中旬
ただし、自由に出願
できるわけではない
校内選考あり

私立大学
および
私立

短期大学

志望理由・面接
・小論文等

ほかに特別課題

１０月後半～１２月
姫路南高校が定める
出願規則に則って、
出願できる

早い時期に進路を確定させることが可能である 魅力ある進路とは思わない（私見ではある）
が、卒業生は語ってくれる

どうしてもそこで学びたい根拠を持った生徒にとっては、
熱意を受け止めてもらえるし、早々に進路を決めること
ができる

定員枠が残り少ないなどと煽られて、進学決定を
急がされる
途中退学も多い

学ぶ意欲を強く持った集団なので、学問としての学び
だけでなく、人としての学びも多くある

大学と併願している受験生に対しては、面接に
おいて結構厳しい突っ込みをされることが多い。

姫路南高校生が進んでいく進路

出願は、７月から８月にかけてだが、選考においては通常一次、二次試験とあるのが通常である地方公務員等

お得感はあるが、一度しか受験に行っていない
のに多大な受験料がかかる
入学後も定員の多さからその他一同として扱わ
れることが多い
例えば、他校に進学した同級生と大学で再び同窓
となり、高校生活を悔やむことも多い

専門学校
（医療系を除く）

イメージは私立大学総合型選抜入試に近く、出願時期が
３年４月等から随時行われる

専門学校
（医療、専門職系）

私立大学学校推薦型受験入試に近く、出願時期も１０月下旬辺りから推薦、
１２月中旬頃から一般入試のイメージである

就職
8月にかけて、求人募集が学校にあり８月中に校内選考
９月中旬より就職試験が開始される
縁故等を利用しての就職は、学校への早めの申し出が必要である

国公立大学
および
国公立
短期大学

なし

教科だけでなく、表現力、思考を、志望理由書や面接等
で評価してもらうことができる
さらに、専門的知識や扱う題材が、学校推薦型選抜より
マニアックとなるので、幅広い知識を身につけることに
興味が強い生徒には利点がある。

意外と準備に手間暇がかかり、平行して学力
を高める時間を割くことが結構困難である。
そのため、結果が不調に終わったときには、
学力的にはかなりランクダウンした私立大学
受験は否めない
加えて、手をかけて準備してきた分、不合格
という現実をなかなか受け止められない場合
が多い

意外と手間暇がかかり、平行して学力を高める
時間を割くことが結構
困難である。そのため、結果が不調
に終わったときには、学力的には
かなりランクダウンした私立大学受験
は否めない

なし

学
校
推
薦
型
選
抜

総
合
型
選
抜

国公立大学
および
国公立
短期大学

教科だけでなく、表現力、思考を、志望理由書や
面接等で評価してもらうことができる

私立大学
および
私立

短期大学

一
般
入
試

９月下旬
～

１０月上旬
受験者は
学校で
一括して
申込

共通テスト後の
指定された期間

１月下旬～２月初旬
（前・中・後期

とも）
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と
こ
ろ
で

学
校
推
薦
型
選
抜
入
試
や
、
総
合
型
選
抜
入
試
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？

大
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
は
、

学
校
推
薦
型
入
試

（
ニ
ア
リ
ー
イ
コ
ー
ル
）
一
般
推
薦

総
合
型
選
抜
入
試

（
ニ
ア
リ
ー
イ
コ
ー
ル
）
Ａ
Ｏ
入
試

と
考
え
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

受
験
情
報
雑
誌
蛍
雪
時
代
７
月
号(

各
Ｈ
Ｒ
教
室
に
設
置)

に
よ
る
と
、
右
で
述
べ
た
イ
メ
ー
ジ
が
私
た
ち
が
経
験
し
て

き
た
こ
と
と
一
番
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

学
校
推
薦
型
入
試

学
校
長
の
推
薦
が
必
要
。
つ
ま
り
、
推
薦
に
見
合
う
日
頃

の
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
。
日
々
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
。

何
よ
り
も
、
受
験
す
る
大
学
に
対
し
て
、
そ
こ
で
何
を
学
び

た
い
の
か
を
強
い
意
志
、
覚
悟
を
持
て
る
生
徒
を
、
受
け
入

れ
る
側
は
臨
ん
で
い
ま
す
。

選
抜
に
は
、
大
き
く
分
け
て
指
定
校
選
抜
と
公
募
制
選
抜

に
分
か
れ
ま
す
。
前
述
し
た
通
り
の
受
け
入
れ
側
の
想
い
に

対
し
て
、
受
験
す
る
側
の
多
く
は
、
残
念
な
が
ら
早
く
進
路

を
確
保
し
た
い
想
い
で
、
受
験
機
会
を
得
よ
う
と
す
る
場
合

が
多
い
で
す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
た
生
徒
が
皆
々
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
学
が
ゴ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る

生
徒
が
多
く
、
大
学
入
学
後
の
学
び
の
姿
で
、
残
念
な
評
判

の
話
題
に
上
が
る
こ
と
が
多
い
の
が
、
経
験
値
と
し
て
あ
る

の
は
事
実
で
す
。

一
方
、
公
募
制
選
抜
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
一
般
入
試
化

し
て
き
て
い
る
の
で
、
本
来
の
「
滑
り
止
め
・
力
試
し
」
と

し
て
の
受
験
機
会
と
捉
え
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
合
格
を
得
た
場
合
に
、
実
は
そ
こ
で

学
び
た
か
っ
た
と
、
後
付
け
で
い
う
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

悪
く
は
な
い
の
で
す
が
、
自
分
の
可
能
性
を
消
し
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。

因
み
に
、
こ
れ
ら
は
私
立
大
学
、
専
門
学
校
の
受
験
機
会

の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

国
公
立
大
学
の
学
校
推
薦
型
入
試
に
つ
い
て
は
、
受
験
資

格
等
が
厳
し
く
、
各
大
学
に
対
し
て
各
学
校
の
受
験
可
能
人

数
が
決
ま
っ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
校
内
で
受
験
希
望

者
に
対
す
る
選
考
が
持
た
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
希
望
す
れ
ば

受
験
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

総
合
型
選
抜
入
試

「
受
験
機
会
が
一
度
増
え
る
」
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
力
の
成
績
だ
け
で
な
く
、
推
薦
書
・
志
望
理
由
書

を
一
次
審
査
と
し
て
、
小
論
文
・
面
接
等
・
あ
る
い
は
課
題

を
与
え
ら
れ
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
も
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

が
、
九
月
か
ら
十
一
月
辺
り
ま
で
続
き
ま
す
か
ら
、
あ
る
部

分
、
合
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
三
か
月
分
の
学

力
ア
ッ
プ
を
犠
牲
に
し
た
う
え
で
入
試
準
備
を
す
る
必
要
が

あ
る
か
ら
、
「
そ
こ
で
こ
う
学
び
た
い
」
「
浪
人
も
辞
さ
ず
」

と
い
う
覚
悟
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
受
験
機
会
を

持
つ
意
味
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

な
ら
ば

大
学
側
は

ど
ん
な
生
徒
の
発
掘
を
目
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
前
述

し
た
「
蛍
雪
時
代
七
月
号
」
に
よ
る
と
、

①

基
礎
学
力
が
あ
る
人

②

大
学
で
し
た
い
こ
と
が
明
確
な
人

③

論
理
的
に
考
え
、
表
現
で
き
る
人

と
あ
り
ま
す
。
本
当
に
、
こ
う
い
っ
た
入
試
形
態
を
利
用
し

よ
う
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
是
非
本
号
に
目
を
通
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
て
受
か
る
入
試
で
は
な
い

こ
う
い
っ
た
入
試
情
報
雑
誌
は
、「
が
ん
ば
れ
」
の
意
味
を

込
め
た
記
事
が
普
通
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
「
本
気
、
早
め
、

想
い
」
を
具
体
的
に
要
求
す
る
よ
う
な
記
事
は
、
正
直
久
し

振
り
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
重
さ
を
、

本
気
の
人
は

受
け
止
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

で
は
、
何
か
ら
身
に
着
け
て
い
く
か
？

①

基
礎
の
徹
底

（
予
習
・
復
習
時
間
の
確
保
お
よ
び
継
続
）

②

文
章
を
大
切
に
す
る

（
単
語
も
大
切
・
つ
な
が
り
も
大
切
・

読
み
直
し
・
書
き
直
し
・
第
三
者
と
し
て

自
分
の
表
現
を
見
つ
め
る
こ
と
も
大
切
）

③

受
験
先
へ
の
愛
情

（
受
験
機
会
の
一
つ
で
は
な
く
、

行
き
た
い
大
学
の
受
験
機
会
の
一
つ
）

そ
の
た
め
の
的
確
な
情
報
収
集
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

加
え
て
、
第
一
回
進
路
希
望
調
査
も
左
に
掲
載
し
ま
す
。

74回生学年通信『74新破天荒』 令和 4年７月 20 日発行 第 5 号

【１】文理選択について

文系 81
理系 63
未定 57
計 201

【２】②卒業後の進路について（第２志望）

国公立大文系 42 国公立大文系 10
国公立大理系 48 国公立大理系 11
私立大文系 13 私立大文系 30
私立大理系 8 私立大理系 26
国公立短大文系 1 国公立短大文系 2
国公立短大理系 0 国公立短大理系 2
私立短大文系 1 私立短大文系 0
私立短大理系 0 私立短大理系 0
看護の専門学校 7 看護の専門学校 5
看護以外の専門学校 5 看護以外の専門学校 8
公務員 3 公務員 1
就職 2 就職 3
未定 71 未定 103
計 201 計 201

人文系 4 人文系 4
教育系 20 教育系 10
法学系 1 法学系 6
経済・経営学系 9 経済・経営学系 9
社会学系 3 社会学系 3
語学・国際系 0 語学・国際系 0
福祉学系 1 福祉学系 5
家政・生活科学系 2 家政・生活科学系 1
芸術系 11 芸術系 2
体育・健康科学系 7 体育・健康科学系 4
看護・医療系 32 看護・医療系 9
理学系 10 理学系 3
工学系 2 工学系 5
農学・水産系 2 農学・水産系 2
医・歯・薬系 10 医・歯・薬系 8
未定 87 未定 130
計 201 計 201

【５】学習時間について、①平日の平均学習時間 【５】? 休日の平均学習時間
５時間以上 0 ５時間以上 6
３～５時間 8 ３～５時間 42
２～３時間 34 ２～３時間 85
１～２時間 112 １～２時間 56
０～１時間 47 ０～１時間 12
計 201 計 201

【６】①学習塾・家庭教師などについて

学習塾に通っている。 37
家庭教師に習っている。 0
通信教育をしている。 47
上記のいずれでもない。 116
計 200

【２】①卒業後の進路について（第１志望）

【３】①志望する学部や系統について（第１志望） 【３】①志望する学部や系統について（第２志望）

７４回生　第１回進路希望調査　集計
２０２２年５月実施
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３
・
４
時
間
目
に
か
け
て
、
山
陽
自
動
車
教
習
所
、
姫
路

市
役
所
、
網
干
警
察
署
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
自
転
車
安
全

運
転
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
期
末
考
査
終
了
後
の
週
明
け

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
真
剣
な
表
情
で
講
習
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
山
陽
自
動
車
教
習
所
の
山
田
様
か
ら
、
ロ
ー
ソ
ン

の
看
板
の
話
か
ら
、
意
識
し
て
モ
ノ
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
、

自
転
車
の
高
校
生
加
害
者
ラ
ン
キ
ン
グ
が
兵
庫
は
一
番
で
あ

る
こ
と
、
身
近
な
問
題
で
あ
る
こ
と
、
行
動
に
時
間
的
余
裕

体育館移動後、

急いで整列を完了させて

を
持
つ
こ
と
な
ど
を
、
自
転
車
目
線
の
映
像
と
と
も
に
学
び
」

ま
し
た
。

続
い
て
、
姫
路
警
察
署
原
様
か
ら
は
、
観
る
・
聴
く
態
度

を
お
褒
め
い
た
だ
い
た
後
、
自
分
だ
け
の
道
で
は
な
い
、
我

が
道
だ
と
思
わ
な
い
こ
と
、
罰
を
受
け
な
い
た
め
の
ル
ー
ル

で
は
な
く
、
身
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
強
い

言
葉
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
自
転
車
通
学
生
を
代
表
し
て
、
三
組
佐
野
翔

君
が
謝
辞
を
述
べ
、
「
こ
れ
か
ら
」
で
は
な
く
、
「
今
か
ら
」

を
大
切
に
す
る
と
、
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

本
号
最
初
に
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
話
を
し
ま
し
た
が
、
一

学
期
最
後
の
学
校
行
事
は
、
雨
で
短
縮
と
な
り
、
男
子
は
各

ク
ラ
ス
１
チ
ー
ム
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
女
子
は
各
ク
ラ
ス
２

チ
ー
ム
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
、
七
月
十
二
日
三
時
間
目
に
実

施
し
ま
し
た
。
折
角
の
息
抜
き
と
思
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、

残
念
。
た
だ
、
お
そ
ろ
い
の
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
と
も
に
、

一
体
感
を
持
っ
て
取
り
組
め
た
と
思
い
ま
す
。

次
は
晴
天
の
下
で
。

さ
て
、
暑
い
夏
。
誘
惑
の
多
い
夏
。
孤
独
を
感
じ
る
夏
。

ス
マ
ホ
と
い
う
便
利
な
道
具
に
か
ま
け
て
、
自
分
を
駄
目
に

し
て
し
ま
っ
た
り
、
何
気
な
く
他
人
を
誹
謗
中
傷
し
て
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
問
題
を
起
こ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
違
う

意
味
で
の

「
夏
の
思
い
出
」

を
引
き
起
こ
さ
ぬ
よ
う
、
自
ら
を
鍛
え
る
夏
で
も
あ
り
、
自

信
を
身
に
着
け
た
夏
を
通
り
抜
け
て
、
九
月
一
日
（
木
）
に

再
び
、
七
十
四
回
生
が
集
う
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

次
号
は
、
九
月
一
日
（
木
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

74回生学年通信『74新破天荒』 令和 4年７月 20 日発行 第 5 号


